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－春の全国交通安全運動　4月6日～15日－　

5月20日（日）は
町内一斉清掃の日です（小雨決行）



―広報おち―5月号―2―

ま・ち・の・話・題

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

〜
新
任
者
の
紹
介
〜

【
越
知
町
】

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
産

業
建
設
課
の
公
共
土
木
係
と
し
て

越
知
町
役
場
に
採
用
し
て
い
た
だ

い
た
川
田
蒼
大
と
申
し
ま
す
。

祖
父
母
が
住
ん
で
い
た
関
係

で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
越
知
町
に

通
っ
て
い
た
た
め
、
越
知
町
民
の

あ
た
た
か
い
人
柄
を
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
が
、

よ
り
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ

の
採
用
で
あ
り
、
仕
事
を
す
る
こ

と
が
初
め
て
な
の
で
至
ら
な
い
点

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
多
く
を
経
験
し
、
越
知
町
に
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

【
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
】

は
じ
め
ま
し
て
！

「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
員
」

と
し
て
４
月
か
ら
1
年
間
、
越
知

町
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
、
鈴
木

千
歩
（
ち
ほ
）
と
申
し
ま
す
。

前
任
の
川
合
さ
ん
と
同
じ
く
横

畠
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

私
は
山
形
出
身
な
の
で
す
が
、

越
知
は
気
温
も
人
も
あ
っ
た
か
く

て
毎
日
幸
せ
で
す
(*^_^*)
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
で
き
る
の
は
ち
っ
ち
ゃ
い

こ
と
で
す
が
、
越
知
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
や
れ
と
言
わ
れ
れ
ば
何
で
も

し
ま
す
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
！

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
空
手
道
部

◆
全
国
大
会
出
場

第
10
回
高
知
県
空
手
道
選
手
権
大
会

平
成
24
年
４
月
１
日
（
日
）

越
知
町
民
総
合
運
動
場

こ
の
大
会
は
、
日
本
空
手
協
会

高
知
県
本
部
に
加
盟
す
る
６
支
部

の
参
加
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。越

知
支
部
（
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
空
手
道
部
）
か
ら
は
小
・
中

学
生
の
８
名
と
一
般
２
名
が
出
場

し
ま
し
た
。

●
小
学
生
中
学
年
男
女
個
人
形
の
部

優
勝
　
福
永
　
愛
唯

３
位
　
立
仙
　
沙
季

●
一
般
女
子
個
人
形
の
部

２
位
　
田
村
　
麻
美

●
小
学
生
中
学
年
男
女
個
人
組
手
の
部

２
位
　
立
仙
　
沙
季

●
一
般
男
子
個
人
組
手
の
部

２
位
　
立
仙
　
一
高

●
小
学
生
団
体
形
の
部

３
位
　
立
仙
　
沙
季

福
永
　
愛
唯

山
�

累
幾

●
中
学
・
高
校
・
一
般
団
体
形
の
部

優
勝
　
牧
野
　
七
海

政
岡
　
裕
貴

田
村
　
麻
美

小
学
生
個
人
の
入
賞
者
の
福
永

愛
唯
選
手
と
立
仙
沙
季
選
手
は
、

７
月
に
行
わ
れ
る
全
国
小
中
学
生

選
手
権
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

空
手
道
部
で
は
新
入
部
員
を
募

集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
２
６
―
３
４
０
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川田　蒼大
（産業建設課）

鈴木　千歩

明
治
28
年
に
開
校
し
、
平
成
10

年
か
ら
休
校
に
な
っ
て
い
た
桐
見

川
小
学
校
が
117
年
続
い
た
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
男

子
574
名
、
女
子
526
名
、
合
計
1100
名

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

3
月
25
日
に
は
地
域
内
外
の
170

名
が
参
加
し
て
記
念
式
典
を
開
催

し
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

4
月
1
日
か
ら
は
桐
見
川
公
民

館
専
用
施
設
と
な
り
、生
涯
学
習
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
出
発

し
ま
す
。

桐
見
川
小
学
校
　

百
十
七
年
の

歴
史
に
幕
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ま・ち・の・話・題

越
知
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち

は
！い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

グ
ス
の
青
木
走
野
で
す
。

今
月
号
か
ら
広
報
誌
の
一
面
を

お
借
り
し
て
ド
ッ
グ
ス
コ
ー
ナ
ー

を
構
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
心
よ
り
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
！

こ
れ
か
ら
は
、
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
活
動
、試
合
、

越
知
町
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
盛
り

沢
山
の
楽
し
い
情
報
を
皆
さ
ま
へ

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
４
月
の
活
動
】

先
月
か
ら
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
は
越
知
町
民
総
合
運

動
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
畑
を

お
借
り
し
て
、
野
菜
づ
く
り
に
挑

戦
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
北
海
道
滝
上

町
か
ら
分
け
て
い
た
だ
い
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
４
月
４
日
に
植
え
付
け

し
ま
し
た
。

７
月
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
収
穫
で
き
る
予
定
？
？
？

そ
れ
は
青
木
の
働
き
次
第
で
す
。

５
月
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

ま
き
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

松
井
邦
夫
さ
ん
、藤
原
三
夫
さ
ん
、

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
一
緒
に
作
業
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
山
本
政
子
さ

ん
、
森
田
竹
志
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
チ
ー
ム
紹
介
は
こ

の
人
！
今
年
２
月
か
ら
越
知
町
に

住
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、
吉
田
豊
彦
コ
ー
チ
で
す
！
　

【
経
歴
】

大
分
県
立
国
東
高→

本
田
技
研

熊
本→

南
海
ホ
ー
ク
ス
（
ド
ラ
フ

ト
１
位
）→

福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー

ク
ス→

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス→

大
阪

近
鉄
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ→

東
北
楽

天
イ
ー
グ
ル
ス→

東
北
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
（
２
軍
コ
ー
チ
）

【
出
身
】
大
分
県
国
東
市

１
月
に
仙
台
か
ら
越
知
町
に
引

っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
越
知
町
は

気
候
も
町
柄
も
暖
か
く
、
住
み
や

す
さ
が
何
よ
り
で
す
。
満
足
し
て

お
り
ま
す
。
桜
に
は
感
動
！
秋
の

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。
町
内
で
見
か
け
た
ら
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ー
チ
紹
介

改
め
ま
し
て
、
越
知
町
在
住
の

青
木
走
野
で
す
！
越
知
町
の
文
殊

様
前
に
、
吉
田
コ
ー
チ
と
練
習
生

の
大
石
崇
晴
と
住
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
私
は
神
奈
川
県

出
身
で
３
年
前
に
選
手
と
し
て
入

団
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

は
球
団
職
員
と
し
て
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
担
当
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
現
役
引
退
後
は
進
路
に

迷
い
ま
し
た
が
、
一
度
夢
を
追
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
環
境
に
恩
返
し

が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
、
こ
の
人
情
溢
れ
る
温
か
い
町

で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
い
ち
早

く
、
恩
返
し
と
い
う
気
持
ち
が
形

に
な
る
よ
う
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！
最
近

太
っ
た
青
木
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

球
団
職
員
か
ら

☆高知ファイティングドッグス公式戦～試合情報＠越知町～☆

６月１０日（日）VS 徳島インディゴソックス　１３：００～試合開始　

６月２４日（日）VS 香川オリーブガイナーズ　１３：００～試合開始

＠越知町民総合運動場　※入場料：大人１０００円、小学生以下無料
高知ファイティングドッグス球団株式会社　球団事務所

〒７８０－００８７　高知市南久保１３－１７
TEL：０８８－８７８－０７７５　FAX：０８８－８７８－０７７６　E-mail：info@fighting-dogs.jp

詳しくは、高知ファイティングドッグスのホームページをご覧ください！
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ま・ち・の・話・題

アンニョンハセヨ～
私が越知町の国際交流員として勤め始めて
1年が過ぎて、時間が経つのが本当に速いな～
と感じている最近です。今月は韓国の5月の記
念日について紹介しようと思います。

韓国よりお休みが多い日本は特に5月に色んな祝日や記念日がたくさんあって、あっという間に過
ぎてしまう感じですね。韓国にも5月は色んな記念日があって、バタバタしながら6月を迎える感じが
あります。まず、5月1日は「勤労者の日」で、祝日ではありませんが、大体の会社は休みます。そし
て、5月5日は日本と同じく「子どもの日」で、この日は祝日として休みますし、あちこちで子どもの
ために色んなイベントなどが行われます。
日本に「母の日」、「父の日」があれば、韓国には「父母の
日」があります。最初は韓国にも「母の日」がありましたが、
「父の日」もあるべきだという世論から「母の日」を「父母の
日」に変えたそうです。この日は5月8日で、両親に感謝の気
持ちを込めてカーネーションとプレゼントを贈る習慣があり
ます。ですから、前日からお花屋さんにはたくさんのカーネ
ーションが、街にはカーネーションを売るための出店がたく
さん並びます。
次に紹介したい記念日は日本にはない日で、「師匠の日」と

呼ばれる先生のための日です。この日は5月15日で、「父母の
日」のように感謝を表すカーネーションを贈ります。最近は
お花だけではなく、カーネーションの模様を活用した色んな

グッズが発売され
て、そのグッズも
とても人気があり
ます。この日は祝
日ではありませんが、学校では簡単な記念式典を行ってか
ら各クラスで担任の先生に「師匠の恩恵」という歌を歌っ
て話し合う時間を過ごします。ここで大事なポイント！こ
の日授業はありません（笑）。友達と一緒に自分の先生の
ためにサプライズパーティーを準備しながら、先生の反応
を楽しみにしていたあの頃
が懐かしいですね。

次は2月の広報でも紹介したことがある「成年の日」です。毎年5月の
第３月曜日で、この日も祝日ではありません。しかし、5月の最後の祝
日である「釈迦誕生日」があります。この日は旧暦の4月8日で、釈迦の
誕生を記念する日です。同じく、韓国はクリスマスも祝日として休みま
す。私が最初日本に来た時、日本ではクリスマスに休まないことに驚い
た記憶がありますね。
さて、4月7日に行われたお花見についてご報告します。皆さんの手料
理（しかも多国籍の料理!!）が揃ってよそのバイキングより立派なポッ
トラックパーティーになりました。参加してくれた皆さん、本当にあり
がとうございました～。それでは、また来月に。

お花屋さんの様子です。「父母の日」と
「師匠の日」の前日から店の前にはカーネ
ーションがいっぱい並んでいます。

「師匠の日」は先生に感謝する気持ちを伝える
日です。このように各クラスごとにプチパー
ティーをします。

お花見は強い風と花粉のせいで
室内で行いましたが、美味しい料
理を食べながら皆さんと歓談、楽
しい時間でした～！

最近はこのようにカーネーショングッズも
たくさん売れています。ストラップ、マグ、
ブローチなどが代表的です。
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ま・ち・の・話・題

３
月
26
日
、
関
西
学
院
大
学
小

西
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
12
人
が
、
１

泊
２
日
の
日
程
で
横
畠
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。

初
日
は
虹
色
の
里
横
畠
の
メ
ン

バ
ー
の
案
内
で
風
景
や
大
山
祇
神

社
、
清
水
井
手
、
松
山
街
道
な
ど

を
見
学
し
た
後
、
車
に
分
乗
し
て

黒
森
山
へ
登
り
ま
し
た
が
、
都
市

部
で
は
味
わ
え
な
い
山
頂
か
ら
の

眺
め
に
大
変
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
散
策
し
た
後
は
、
横
畠

地
区
民
な
ど
が
水
源
の
森
づ
く
り

の
た
め
に
参
加
し
て
い
る
町
有
地

へ
入
り
、
全
員
が
記
念
の
植
樹
を

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
畠
小
学
校
に
移
動

し
虹
色
の
里
横
畠
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
感
想

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
植
樹
や
山
歩
き
な
ど
、
普
通
の

旅
行
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が

で
き
た
。

●
お
も
て
な
し
を
す
る
み
ん
な
を

見
て
仲
が
良
い
と
感
じ
た
。

●
横
畠
の
人
は
、
車
で
す
れ
違
う

時
も
挨
拶
し
て
い
て
、
自
然
や

人
が
あ
た
た
か
く
、
田
舎
の
良

さ
が
あ
る
。

●
名
所
や
物
産
が
あ
っ
て
も
、
横

畠
の
よ
う
に
人
の
存
在
が
な
け

れ
ば
魅
力
が
な
い
。

●
水
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ

ず
、
先
人
の
偉
業
を
た
た
え
て

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
使
っ

て
い
る
。

●
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
お
り
、
初
め
て
み
た
い

な
感
じ
が
し
な
い
。

●
太
陽
、
風
な
ど
地
域
の
特
性
を

活
用
し
て
や
っ
て
い
る
。

●
空
き
家
、
プ
ー
ル
な
ど
あ
る
も

の
を
活
か
し
て
お
り
地
域
の
特

色
が
分
か
り
や
す
い
。

●
自
発
的
な
活
動
そ
の
も
の
が
素

晴
ら
し
い
。

●
こ
の
活
動
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ

蝶ち
ょ
うつ
が
い
に
な
っ
て
い
る
。

●
桜
や
彼
岸
花
な
ど
花
が
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
。

●
大
山
祇
神
社
は
、
観
光
資
源
に

な
る
。

関
西
学
院
大
学
の
学
生
が
横
畠

に
来
る
の
は
今
年
で
３
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
教
授
に
よ
る
と
、
そ

の
地
に
行
か
な
い
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
を
体
感
す
る
の
が

目
的
と
の
こ
と
で
、「
今
日
、
地

域
の
人
が
も
て
な
し
て
く
れ
た
こ

と
を
感
じ
た
り
、
汲
み
取
れ
る
人

に
な
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
指
導

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
は
清
水
集
会
所
に
移

り
、
地
域
の
若
者
た
ち
を
招
い
て

土
佐
の
酒
文
化
を
味
わ
い
な
が

ら
、
楽
し
く
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
が
、
若
者
同
士
は
す
っ
か
り
打

ち
解
け
て
、
土
佐
弁
を
気
に
入
っ

た
り
、
箸
ケ
ン
を
覚
え
た
り
、
夏

休
み
に
ま
た
来
る
と
約
束
を
す
る

な
ど
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。地

域
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

感
想
を
聞
く
と
、
私
た
ち
自
身
の

視
野
も
広
が
り
、
閉
鎖
的
な
風
潮

も
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
こ
う

し
て
訪
問
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、

非
常
に
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
虹
色
の
里
横
畠
　
事
務
局
）

関
西
学
院
大
学
生
と
交
流

虹
色
の
里
横
畠

Ｕ
タ
ー
ン
の
家
族
な
ど
歓
迎
会

４
月
11
日
、
横
畠
清
水
集
会
所

に
地
区
民
な
ど
45
人
が
集
ま
り
、

最
近
農
業
を
す
る
た
め
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
き
た
家
族
や
横
畠
地
域
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
若
者
、
新
し
く
派

遣
さ
れ
た
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

な
ど
を
招
い
て
歓
迎
会
を
行
い
ま

し
た
。

横
畠
地
域
で
は
、
過
去
10
年
間

で
70
人
以
上
が
減
り
高
齢
化
率
は

53.3
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
の
１
年
間
に
５
人

の
若
者
が
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
緑
の
ふ

る
さ
と
協
力
隊
が
移
住
す
る
な

ど
、
活
気
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
交
流
に
よ
る
元
気

な
横
畠
を
目
指
し
て
お
り
、
将
来

を
担
う
若
者
と
の
交
流
も
大
事
に

し
よ
う
と
、
行
政
や
関
係
地
区
の

人
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
大
勢

の
人
が
集
ま
り
、
心
温
ま
る
歓
迎

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が

楽
し
み
で
す
。

（
虹
色
の
里
横
畠
事
務
局
）



重点方針

教育は、人々の個性・能力を伸ばし人生を豊かにするとともに、社会全体の発展を実現

する基盤であります。越知町教育委員会では、「町の発展は“人づくり”から」と捉え、

高知県教育委員会の施策を基調としつつ、越知町総合振興計画に基づいた教育の振興に取

り組んで参ります。本年度も町民の皆さまの多大なご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。

―広報おち―5月号―6―

場広報情

平成２４年度越知町教育行政の方針

Ⅰ．学校教育の内容の充実
①子どもたちの基礎学力の定着と「学力の向上」を目指します。

②「職員の指導力と資質の向上」のための研修を実施します。

③「豊かな心」を培い生きる力を育むとともに、いじめや

不登校を克服する「学校・学級づくり」を進めます。

④児童生徒が運動に親しむ機会を確保し、「基礎体力の

向上」を推進します。

⑤「保幼小中ならびに家庭との連携」をより強化し、生きる

力の育成に取り組みます。

⑥児童生徒の防災対応力の向上と学校の危機管理力・防災力を高めるための防災教育を推進します。

⑦小中学校に学校図書館支援員を配置し、読書活動を推進します。

Ⅱ．社会教育・生涯スポーツの振興
１．家庭教育、地域教育、公民館活動の推進

①学校・家庭・地域の連携の強化に積極的に取り組みます。

②地区公民館の連携・交流の推進体制の整備を図ります。

③子どもから高齢者まで、各年齢に応じた生涯学習事業の

充実を目指します。

２．人権教育の推進

①越知町人権教育研究協議会と連携を密にし、差別のない明るい地域社会の実現を目指します。

②多くの町民が参加できる人権講演会を開催し、人権意識の向上を図ります。

あらゆる人権問題について、正しい認識を持ってもらえるよう、今年もテーマを決めて多くの町民が参

加できる講演会を開催します。

Ⅰ学校教育の
内容の充実

Ⅲ新たな地域
文化の創造

Ⅱ社会教育・生涯ス
ポーツの振興

Ⅳ国際交流・地域間交流
の促進

新たな視点
・知徳体の調和を重視した取り組み
・学校図書館の充実
・食育の推進と基本的生活習慣の確立
・防災教育の充実

新たな視点
・地区公民館を生涯学習の場に活用
・地域課題に関する学習



新しく越知小中学校に赴任された先生のご紹介
越知小学校
岡林康雄校長先生、 三谷 資教頭先生、 徳永宝子先生、 高橋満美先生

（3年A組担任） （4年B組担任）
越知中学校
渡部哲夫校長先生、 森田秀興主幹教諭、 森浩二先生、 西本道先生、 松田美由貴先生、

（美術） （理科・数学） （社会）
西森俊介先生、 井上大輔先生
（理科） （保健体育）

―7―広報おち―5月号―

場広報情

３．生涯スポーツの振興

①地域住民が性別・年齢に関係なく、気軽にスポーツを楽しめる場所を

提供します。

②町民一人ひとりのレベルや目的、年齢に合わせて参加できる事業を実

施していきます。

③環境整備に取り組み、健全な心身で豊かなスポーツライフを楽しむことのできる

「人づくり」を目指します。

④おちスポーツクラブを支援し、活性化を図ります。

４．スポーツチーム招致によるスポーツの振興と地域活性化の推進

高知ファイティングドッグスへの練習場の提供やその他の支援を行うとともに、高知ファイティングド

ッグスの協力を得てスポーツの振興を図り、地域の活性化に取り組みます。

５．青少年の健全育成

①青少年が生き生きと心豊かに、安心して安全に暮らせる家庭づくりを目指します。

②学校・家庭・地域社会や関係機関・団体が連携し、青少年にふさわしい環境を作ります。

③地域に根ざした子育て支援や家庭の教育力の向上を図る取り組みを推進します。

④青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を促すため、正しい食生活、生活習慣、運動習慣を持てる

ように支援します。

⑤多様な体験活動の機会を提供し、仲間や地域の大人との交流によって、青少年の社会性や人との関わり

方の養成を図ります。

Ⅲ．新たな地域文化の創造
①文化推進協議会を中心に、文化活動の推進を図ります。

②横倉山自然の森博物館を核とした、自然環境学習を

推進します。

③越知町の文化財や文化的遺産の保護に努めると

ともに、郷土愛の育成に努めます。

Ⅳ．国際交流・地域間交流の促進
①外国語指導助手 (ＡＬＴ)を２名配置します。

②国際交流員(ＣＩＲ)を配置します。

③韓国との交流を推進します。

（中学生の韓国への修学旅行を支援します。）

④滝上町、北広島町芸北地区との交流を推進します。

新たな視点
・本の森図書館を町立図書館に整備
・町内・全国・世界に向けたＰＲ活動
・ジオパーク認証の取り組み支援
・地域文化活動の担い手づくり

新たな視点
・外国語を学ぶ場の情報発信
・外国語指導助手の活動の場拡大
・外国人参加型イベントの開催



皆さんのご家庭に普及しているABC粉末消火器は、木材・紙・布などの普通火災、灯油・
ガソリンなどの油火災、電気器具・電気設備などの電気火災に使用でき、一瞬のうちに炎を
抑え消火できますが、燃えているものによっては（木材の火災など）再び燃え上がることが
あるので、水をかける必要があります。薬剤の放射時間は１６秒と短いので、火元をよくね
らって消火します。狭い部屋などで使用すると薬剤が部屋いっぱいに広がり、視界が非常に
悪くなりますので逃げ道を確保して使用してください。

消火器の設置場所について
★誰もが見やすく、使いやすい所に置きましょう。
★消火器の寿命は、その保管場所によって大き
く変わります。湿気の多い場所や直射日光の
当たる所を避け、転倒しないような工夫をし
ておきましょう。

日常のチェックポイント
★安全ピンはついていますか。
★容器にサビや変形などはありませんか。
★ホースに詰まりやひび割れはありませんか。

※　せっかく備えた消火器も、サビや損傷などの異常が生じると”いざ”という時に使えなかったり、
本体が破裂して思わぬケガをすることがあります。

※　異常が認められた消火器や不要になった消火器の点検や処分については、購入したお店または消火器
メーカーなどにお問い合わせください。

◆予防・救急（病院紹介）のお問い合わせ

0889－26－2111（高吾北消防署） 0889－35－0017（仁淀川分署）

―広報おち―5月号―8―
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いざという時に、消火器使えますか！？

消火器の使い方

「
防
災
カ
ー
ド
の

配
布
に
つ
い
て
」

越
知
町
で
は
、
地
震
・
台
風
な

ど
の
災
害
非
難
時
に
援
助
を
必
要

と
す
る
方
の
た
め
に
、
民
生
委
員

児
童
委
員
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
協
力
の
も
と
「
越
知
町

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」
を
作
成

し
、
該
当
者
に
は
、
緊
急
連
絡
先

な
ど
の
記
載
さ
れ
た
「
防
災
カ
ー

ド
」
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

「
防
災
カ
ー
ド
」
は
、
該
当
者
宅

の
電
話
機
の
横
な
ど
や
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
筒
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
内

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
緊
急

時
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
福
祉
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

越
知
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
４
９

①安全ピンに指をか
け、上に引き抜く

②ホースをはずして
火元に向ける。

③レバーを強く握
って噴射する。

３
月
30
日
、越
知
町
消
防
団
に
、

新
た
な
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
１
台
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
輌
は
、
横
畠
分
団
に
配

備
さ
れ
、
最
新
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
を
２
台
積
載
、
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
灯
を
車
体
の
随
所
に
設
置

し
、
夜
間
で
も
安
全
に
消
火
活
動

が
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。 消

防
団
に
新
型

車
輌
が
配
備
さ

れ
ま
し
た



―9―広報おち―5月号―

場広報情

環境水道課　水道係からのお知らせ

業者名

㈲西商店

㈲中山石油

㈲三宮商事

植 水道設備配管工事店

山本設備工業

岡村電設

㈱越知清掃設備

電話番号

26－0213

26－0362

26－0221

26－2225

26－2192

26－2196

26－1263

～外国人住民の方の登録制度が変わります～

７月９日より、外国人登録法が廃止され、外国人住民の方についても日本人と同様に住民基本台帳法が適用
されることになります。これにより、外国人住民の方にも住民票が作成されます。住民票は世帯ごとに作成さ
れ、日本人と外国人の方がいる複数国籍世帯についても世帯全員が記載された住民票の写しを取得できるよう
になります。
また、住所変更する場合は転出や転入などの手続きが必要になります。

対象となる外国人の方
観光などの短期滞在者等を除いた、適法に３か月を超えて在留する外国人で住所を有する方。具体的な対象

者は、１～４に該当する方です。
１．中長期在留者（在留カード交付対象者）
２．特別永住者
３．一時庇護許可者または仮滞在許可者
４．出生による経過滞在者または国籍喪失による経過滞在者

仮住民票を作成して送付します
外国人住民の方の住民票を作成するにあたり、現在の外国人登録原票の情報をもとに、仮住民票を作成し、

本人あてに送付します。この仮住民票は、７月９日以降に住民票になりますので、通知内容に変更や誤りがな
いか確認をお願いします。

＊変更の詳しい内容については、入国管理局または総務省のホームページをご覧ください。
◆お問い合わせ先　住民課窓口係　 TEL 26－1115

外国人住民の方へ

パイロット

こんな時には届けをお願いします
・新築などにより水道を新しく引くとき
・水道の使用を中止するとき
・水道の使用者の名義がかわるとき
・引越しするとき

水道メーターの検針にご協力ください
検針日は、毎月２０日前後です。２～３日間かかります。
・メーターボックスの上に車・自転車や物を置かないでください。
・メーターボックスの中は、いつもきれいにしておきましょう。
・犬はメーターボックスから離れた場所につないでおいてください。

漏水のチェックの仕方
・メーターボックスのふたを開けると、パイロットという銀色の丸い
ものがあります。家中の蛇口を閉めてもこれが回っているようでし
たら、漏水の疑いがありますので、水道工事指定業者に連絡をして、
みてもらってください。
※　メーターは８年毎に６月～８月にかけて町が委託した業者が交換しています。

支払方法について
【口座引落の場合】ハガキを送付します。
コスモス農協・四国銀行・高知銀行・高知信用金庫・郵便局の金融機関で口座の引落ができます。通帳とそ

の届出印を持っていき希望の金融機関で手続きをしてください。
○引 落 日　毎月１５日（休日の時は翌日）
○再引落日　毎月 月 末（休日の時は翌日）

【納付書の場合】
役場出納室・コスモス農協・四国銀行・高知銀行・高知信用金庫で支払うことができます。
◆お問い合わせ先 環境水道課　TEL26－1114



医療機関等
前田病院
北島病院
もみのき病院

〃
〃

高知検診クリニック
〃

備　　　　　考

胃透視あり　腹部超音波なし
胃透視なし　腹部超音波なし

自己負担金
３，１００円
６，５００円
６，９００円
５，３００円
３，２００円
６，７００円
１０，０００円

検診コース
総　　合
総　　合
総合と脳
総合と脳
脳 の み
総　　合
総合と脳

―広報おち―5月号―10―
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国
保
人
間
ド
ッ
ク(

総
合
・
脳)

受
診
者
を
募
集
し
ま
す

越
知
町
で
は
、
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
半
日
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

半
日
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
は
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
予
防
を
行
う

特
定
健
康
診
査
も
同
時
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
生
活
習
慣
が
発

症
の
因
子
で
あ
る
疾
病
（
が
ん
・

心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
・
糖
尿
病

な
ど
）
の
予
防
を
早
期
か
ら
行
う

た
め
に
も
半
日
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

受
診
希
望
の
方
は
、
５
月
10
日

（
木
）
か
ら
７
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
、
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
自

己
負
担
金
を
持
参
の
上
、
役
場
住

民
課
国
保
の
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
受
診
人
数
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
期
限
ま
で
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
診
対
象
者
】

●
越
知
町
国
民
健
康
保
険
に
１
年

以
上
加
入
（
被
保
険
者
証
の
資
格

取
得
の
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。）
し
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
で
、
国
保
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方
。

●
受
診
さ
れ
た
結
果
の
写
し
を
越

知
町
が
保
存
す
る
こ
と
、
ま
た
結

果
に
よ
っ
て
は
後
日
、
保
健
師
が

保
健
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
異
議

が
な
い
方
。

【
受
付
期
間
】

平
成
24
年
５
月
10
日
か
ら
７
月

31
日
ま
で

【
検
診
時
期
】

平
成
24
年
８
月
か
ら
24
年
12
月

末
ま
で

【
募
集
人
数
】

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
特
定
健
診
等
】

人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
特
定
健
診
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
検
査
内
容
】

●
総
合

胸
部
X
線
、
胃
透
視
、
腹
部
超

音
波
、
心
電
図
、
血
液
検
査
、
尿

検
査
、
便
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
視

力
眼
底
検
査
、
腹
囲
測
定
な
ど

●
脳頭

部
映
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）、

頭
部
・
頸
部
血
管
撮
影
（
Ｍ
Ｒ

Ａ
）、
頸
部
超
音
波
な
ど

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
（
75
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
）
も
、
半
日
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
希
望
の
方
は
、
５
月
10
日

（
木
）
か
ら
７
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
、
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
自

己
負
担
金
を
持
参
の
上
、
役
場
住

民
課
後
期
高
齢
者
医
療
の
係
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
診
対
象
者
】

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
で
、保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方
。

●
受
診
さ
れ
た
結
果
の
写
し
を
越

知
町
が
保
存
す
る
こ
と
に
異
議
が

な
い
方
。

【
受
付
期
間
】

平
成
24
年
５
月
10
日
か
ら
７
月

31
日
ま
で

【
検
診
時
期
】

平
成
24
年
８
月
か
ら
24
年
12
月

末
ま
で

【
募
集
人
数
】

30
名
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
総
合
健
診
等
】

人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
総
合
健
診
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
検
査
内
容
】

●
総
合

胸
部
X
線
、
胃
透
視
、
腹
部
超

音
波
、
心
電
図
、
血
液
検
査
、
尿

検
査
、
便
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、

肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
視

力
眼
底
検
査
、
腹
囲
測
定
な
ど

●
脳頭

部
映
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）、

頭
部
・
頸
部
血
管
撮
影
（
Ｍ
Ｒ

Ａ
）、
頸
部
超
音
波
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
保
険
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

後
期
高
齢
者
医
療
も
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す



実施日

7月 1日（日）

7月 2日（月）

1月 9日（水）

1月13日（日）
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次の日程で総合健診および女性特有のがん検診を実施します。年に一度の健診です。
生活習慣病予防のため、多くの方が受診されますようお勧めします。
４月に受診希望調査を送付しています。ご記入のうえ必ず返送ください。お電話での申し込みも受け付けし

ています。
なお、飛び込みでの当日受付はできませんので、必ず事前に申し込みをしていただくようお願いします。

平成24年度　総合健診のお知らせ

全国健康保険協会（協会けんぽ）加入の被扶養者の皆さまへ
全国健康保険協会(協会けんぽ)に加入している被扶養者の方も、越知町で実施されている集団健診（特
定健診）を受診することができます。受診するには、協会けんぽが発行している「受診券」が必要となり
ます。受診券をお持ちでない方は、受診券の発行申請が必要ですので、協会けんぽ高知支部までご連絡を
お願いします。なお、健診の予約申し込みは、事前に越知町保健福祉センター（TEL 26－3211）でご連絡
をお願いいたします。
◆お問い合わせ先 全国健康保険協会高知支部　　　　　　TEL088－820－6020

＊総合健診日程 【場所】保健福祉センター

実施日
5月27日（日）
5月28日（月）
10月25日（木）
10月26日（金）
10月28日（日）
10月29日（月）
12月 9日（日）
12月10日（月）

バスの送迎地区
明治地区・南片岡・浅尾

横畠地区
大桐・南国地区
野老山地区
柴尾・宮地

実施する健（検）診の種類
・特定健診、健康診査
・肺がん検診
・胃がん検診
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

＊女性特有のがん検診（子宮がん・乳がん） 【場所】保健福祉センター

バスの送迎地区

明治地区・南片岡・浅尾

大桐地区・南国地区

横畠地区・宮地・柴尾

野老山地区

・子宮がん検診
9：00～11：45（午前のみ）

・乳がん検診
8：40～15：00（完全予約制）

※　子宮がん検診と乳がん検診を同日に申し込
みされる方は、乳がん検診の希望を午前にし
てください。

◆お申し込み・お問い合わせ先　　 保健福祉センター　　　　　　　　TEL 26－3211

育
児
相
談
・
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
左
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
歯
み
が
き
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
22
日
（
火
）

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
45
分

【
場
所
】

越
知
保
育
園
大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

親
子
歯
み
が
き
教
室

※
保
育
園
と
合
同
で
の
実
施
と
な

り
ま
す
。

在
園
児
の
（
年
中
・
年
長
児
）

方
と
一
緒
に
歯
み
が
き
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

【
講
師
】

地
域
歯
科
衛
生
士
　

松
丸
香
奈
先
生

【
各
自
で
用
意
す
る
も
の
】

歯
ブ
ラ
シ
と
コ
ッ
プ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
５
月
16
日

（
水
）
ま
で
に
次
の
連
絡
先
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１
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合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
補
助
金

が
あ
り
ま
す

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
生
活
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
設

置
替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る
場

合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

１．

設
置
す
る
対
象
区
域

下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

の
全
域

２．

補
助
金
の
交
付
対
象

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
に
お
い

て
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
1/2

未
満
の
も
の
を
設
置
す
る
方

や
、
申
請
者
の
同
一
世
帯
内
に

町
税
な
ど
の
滞
納
者
が
い
る
場

合
、
補
助
金
の
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

・
法
や
交
付
要
綱
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

環
境
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３．

補
助
金
額

４．

平
成
24
年
度
設
置
基
数

８
基
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
受

付
は
、
申
請
書
の
提
出
順
に
行
い

ま
す
。
ま
た
、
1
月
に
は
受
付
を

終
了
す
る
予
定
で
す
。

５．

交
付
金
事
業
の
着
手

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

浄化槽の大きさ

5人槽

6～7人槽

8～10人槽

補助金限度額

332,000 円

414,000 円

548,000 円

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

は
、
次
の
通
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
以
外
の
日

で
も
、
自
由
に
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
5
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

９
日
（
水
）

楽
し
く
遊
ぼ
う

16
日
（
水
）

ふ
れ
あ
い
遊
び

25
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
幼
稚
園
　

園
庭
開
放

「
誕
生
日
会
を
楽
し
も
う
！
」

今
年
度
の
越
知
幼
稚
園
の
お
友

だ
ち
は
33
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
か
わ
い
い
3
歳
児
の
こ
と
り

ぐ
み
さ
ん
も
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
い
ま
す
。

今
月
は
、
5
月
生
ま
れ
の
お
友

だ
ち
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
出
し
物
も

あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
、
月
一
回
の
園
庭
開

放
を
設
け
て
、
楽
し
く
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

5
月
25
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

大
豊
コ
ー
ス

【
日
時
】

5
月
23
日
（
水
）

午
前
8
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
集
合

午
前
8
時
35
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
駐
車
場
出
発

午
後
5
時

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
―
大
豊
―
本
山
―

高
知
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
を
利
用
し
て
実
施
す
る

・
参
加
料
2
’
7
0
0
円

（
お
弁
当
代
を
含
む
）

・
集
合
時
間
厳
守

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

【
申
込
期
限
】

5
月
12
日
（
土
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

歩
こ
う
会



去
る
４
月
13
日
、
越
知
町
８
区

氏
原
和
子
様
よ
り
、
越
知
小
学
校

と
越
知
中
学
校
の
図
書
の
購
入
に

と
、
20
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る
ご
芳

志
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
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町
内
一
斉
清
掃

の
お
知
ら
せ

【
日
時
】

５
月
20
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

午
前
11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

※
雨
量
が
多
い
場
合
は
、
６
月
３

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
区
長
（
班
長
）
の
指
示
に
従
い
、

道
路
や
側
溝
な
ど
の
清
掃
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
分
別
し
て
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
水
道
課
　
環
境
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

横
倉
山
案
内
人
養
成
講
座

受
講
生
募
集

越
知
町
観
光
協
会
で
は
、
町
内

の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、
越
知
町
の

豊
か
な
自
然
を
代
表
す
る
横
倉
山

を
案
内
で
き
る「
横
倉
山
案
内
人
」

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。

【
日
程
】

５
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
月
に

１
〜
２
回
の
講
座

【
主
催
】

越
知
町
観
光
協
会

【
内
容
】

○
講
師
の
専
門
的
な
指
導
や
、
現

地
散
策
等
の
実
地
研
修

○
観
光
案
内
先
進
地
等
へ
の
視
察

研
修

○
案
内
人
が
活
用
す
る
ガ
イ
ド
本

の
作
成

【
対
象
者
】

横
倉
山
の
案
内
人
と
し
て
活
動

を
希
望
さ
れ
る
方
。

【
受
講
料
】

無
料

【
募
集
人
員
】

20
名
程
度

【
申
込
方
法
・
申
込
締
切
】

参
加
希
望
の
方
は
、
５
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

☆
第
１
回
講
座
開
会

「
新
緑
の
横
倉
山
散
策
」

講
師：

安
井
敏
夫
学
芸
員
（
横

倉
山
自
然
の
森
博
物
館
副
館
長
）

【
日
時
】

５
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

【
集
合
場
所
】

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
町
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
０
０
４

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
２
―
６
５
０
５

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

「被災地の学校へピアノを贈る運動」支援コンサート

東の空へ歌よとどけin桜座
【日時】2012年6月9日（土） 開場14:30 ／開演15:00／終演予定17:45
【会場】佐川町桜座（大ホール）
チケット：一般2,000円／小中高生1,000円

ご
寄
付
の
お
礼



①
企
画
展

『
ゆ
か
い
な
パ
ロ
デ
ィ
ー
木
彫
展
』

【
期
　
日
】
４
月
28
日（
土
）〜
６
月
17
日（
日
）

【
入
館
料
】
大
人
５
０
０
円
（
70
歳
以
上
半
額
）

高
校
・
大
学
生
４
０
０
円
　
　
　

小
・
中
学
生
　
２
０
０
円

（
※
越
知
町
内
の
小
・
中
学
生
は
無
料
）

【
内
　
容
】
一
時
期
流
行
っ
た
”お
や
じ
ギ
ャ
グ
“
に
代
表
さ
れ
る
、

ゆ
か
い
な
し
ゃ
れ
の
’言
葉
遊
び
‘
を
ユ
ー
モ
ア
な
木
彫

で
表
現
し
た
ア
ー
ト
展
。

こ
と
わ
ざ
や
映
画
・
漫
画
・
昔
話
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
、
言

葉
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
も
じ

っ
た
”パ
ロ
デ
ィ
ー
彫
刻
“の
作
品
約
60
点
を
展
示
。

②
牧
野
富
太
郎
博
士
の
コ
ー
ナ
ー

今
年
の
牧
野
博
士
生
誕
１
５
０
年
を
受
け
て
、
博
物
館
の
「
牧
野

富
太
郎
と
横
倉
山
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に
、
牧
野
博
士
の
ミ
ニ
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

●
「
秋
深
き
横
倉
山
に
植
物
を
訪
ね
て
」

（
昭
和
11
年
の
モ
ノ
ク
ロ
動
画
）

●
博
士
の
肉
声
（『
牧
野
・
大
倉
対
談
』）

●
博
士
73
歳
の
時
の
写
真
　
な
ど

③
無
料
開
放

今
年
博
物
館
が
開
館
15
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
次
の
日
を
無
料
開

放
致
し
ま
す
。

●
５
月
５
日
（
土
・
こ
ど
も
の
日
）

●
５
月
10
日
（
木
・
地
質
の
日
）

―広報おち―5月号―14―

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況

は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
訓
練
出
動
　
２
件

（
延
日
数：

２
日
、

延
人
員：

１
２
６
人
）

◆
予
防
出
動
　
２
件

（
延
日
数：

２
日
、

延
人
員：

３
６
人
）

◆
捜
索
出
動
　
０
件

◆
火
災
出
動
　
０
件
　

◆
水
防
出
動
　
０
件
　
　

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
団
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
近
く
の
消
防
団
員
、
も
し
く

は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
24
年
3
月
）

〔杉原神社〕

〔大樽滝〕



古
　
鏡
　
記

―15―広報おち―5月号―

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.10

は
じ
め
に

今
回
も
県
指
定
文
化
財
で
教
育

委
員
会
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

る
資
料
で
、
前
回
紹
介
し
ま
し
た

湖
州
鏡

こ
し
ゅ
う
き
ょ
う発

見
の
経
過
が
書
か
れ
た

古
鏡
記

こ
き
ょ
う
き

を
紹
介
し
ま
す
。

指
定
年
月
日
は
昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）
年
十
二
月
二
十
三

日
で
す
。

古
鏡
記
　
一
枚

縦
　
　
二
八
セ
ン
チ

横
幅
　
四
〇
セ
ン
チ

明
治
十
年（
一
八
七
七
）十
月

湖
州
鏡
と
一
緒
に
保
存
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
湖
州
鏡
発
見
の
経

緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う

な
内
容
で
す
。

■
土
佐
国
高
岡
郡
大
平
村（
現
・
越

知
町
大
平
）
に
志
由
路

し

ゆ

ろ

の
滝
（
黒

瀧
と
も
い
い
、
馬
鹿
だ
め
し
に
対

面
す
る
崖が

け

）と
い
う
場
所
が
あ
る
。

人
家
か
ら
一
里
ほ
ど
離
れ
て
お

り
、
切
り
立
っ
た
高
い
山
で
村
人

ら
は
い
つ
も
行
く
と
は
限
ら
な
い

所
で
す
。
あ
る
日
、
農
夫
の
片
岡

民
三
郎
は
父
岩
助
に
つ
い
て
行

き
、
滝
の
下
の
畑
を
父
の
岩
助
が

耕
し
て
い
た
と
き
、
当
時
ま
だ
幼

か
っ
た
民
三
郎
が
遊
び
事
に
鋤す
き

を

土
の
中
に
入
れ
て
掘
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
土
の
中
に
何
か
光
る
も
の

が
あ
り
、
そ
こ
で
初
め
て
こ
れ
を

取
り
、
走
っ
て
行
っ
て
父
に
見
せ

た
が
父
岩
助
も
分
か
る
わ
け
が
な

く
、
こ
の
器う
つ
わ

（
湖
州
鏡
）
を
懐

ふ
と
こ
ろ

に
入
れ
て
坂
道
を
持
ち
帰
る
途

中
、
天
が
騒
ぎ
だ
し
、
に
わ
か
に

雷
が
鳴
り
響
き
暴
風
雨
と
な
り
、

父
子
共
に
這は

う
よ
う
に
し
て
や
っ

と
家
に
帰
り
着
い
た
。

そ
し
て
神
官
を
招
き
こ
れ
を
見

せ
、
問
う
が
神
官
は
装
束

し
ょ
う
ぞ
く
を
ゆ
っ

く
り
と
着
け
、
決
し
て
答
え
よ
う

と
は
せ
ず
、
仮
の
神
殿
を
設
け
、

祝
詞
の
り
と

を
あ
げ
て
神
の
お
告
げ
を
う

や
う
や
し
く
伝
え
た
。
こ
れ
は
ま

さ
し
く
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
の

も
の
で
、
一
般
の
人
の
持
つ
物
で

は
な
く
病
気
に
な
る
の
で
、
も
と

の
所
に
安
置
す
る
が
よ
い
。
と
神

官
に
告
げ
ら
れ
、
岩
助
も
子
ど
も

に
任
せ
る
の
も
よ
く
な
い
と
思

い
、
岩
助
が
志
由
路
の
滝
に
戻
し

に
行
き
岩
の
隙
間
に
納
め
、
拾
っ

た
小
石
で
隙
間
を
塞ふ
さ

ぎ
帰
っ
て
き

た
。
天
保
壬
辰

て
ん
ぽ
う
み
ず
の
え
た
つ

（
一
八
三
二
）

の
年
、
今
か
ら
四
十
六
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。

○
時
代
は
明
治
と
な
り
、
こ
の
鏡

の
運
命
が
動
き
始
め
ま
す
。

■
去
年
戸
長
こ
ち
ょ
う

の
北
代
宗
可
が
こ
の

話
し
を
聞
き
、
こ
れ
は
必
ず
古
い

時
代
の
神
様
の
宿
っ
た
鏡（
霊
器
）

だ
か
ら
そ
ん
な
所
に
置
い
て
は
い

け
な
い
の
で
取
っ
て
き
て
く
れ
と

岩
助
を
教
え
諭さ
と

し
た
。

岩
助
は
も
う
年
老
い
て
厳
し
い

山
に
行
く
の
は
困
難
な
の
で
息
子

の
民
三
郎
に
行
か
せ
た
。
民
三
郎

は
父
に
聞
い
た
岩
の
隙
間
を
い
く

ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の

で
、
茫
然
自
失

ぼ
う
ぜ
ん
じ
し
つ

と
な
っ
た
が
も
し

や
と
思
い
直
し
、
初
め
て
見
つ
け

た
場
所
を
掘
っ
て
見
る
と
再
び
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て

こ
れ
を
押
し
頂
い
て
帰
る
途
中
、

ま
た
も
や
雷
が
鳴
り
響
き
暴
風
雨

に
遭あ

い
ま
っ
た
く
昔
の
よ
う
な
出

来
事
で
あ
っ
た
。

持
ち
帰
っ
た
鏡
を
北
代
宗
可
は

永
く
保
存
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
容
器
に
納
め
、
大
平
神

社
に
奉
納
し
た
。
こ
の
器
は
、
す

な
わ
ち
六
花
形
の
古
鏡
で
湖
州

石
氏
せ
き
し

の
造
ら
れ
た
物
だ
が
そ
の
銘

が
は
っ
き
り
と
し
な
い
の
で
、
な

お
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
頃
区
長
の
甲
藤
正
連
が

県
庁
に
持
っ
て
来
て
い
き
さ
つ
を

詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
れ
を
よ
く

見
る
と
鏡
の
表
面
に
錫
箔
す
ず
は
く

が
貼は

っ

て
あ
り
、
そ
れ
で
き
ら
き
ら
と
光

輝
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
光
ら

な
く
な
っ
て
い
る
。
調
べ
た
考
古

学
者
は
、
松
野
尾
章
行
、
明
神

増
躬
ま
す
み

ら
が
県
庁
で
調
べ
た
も
の

で
、
そ
の
裏
面
の
銘
を
見
て
も
永

く
後
世
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
公
文
脩
も
ま
た
深
く
感
じ
、

北
代
宗
可
も
こ
れ
に
厚
く
心
を
用

い
、
内
容
を
曲
げ
ず
に
直じ

か

に
書
い

て
こ
の
説
を
後
世
の
人
に
備
え
て

お
き
ま
す
。

○
松
野
尾
章
行

ま
つ
の
お
あ
き
つ
ら

…
郷
土
史
家
、
名

は
子
成
。
皆
山
の
号
を
付
け
た

皆
山
集

か
い
ざ
ん
し
ゅ
うは

有
名
な
歴
史
資
料
。

■
あ
る
説
で
は
安
徳
天
皇
陵
は
大

平
村
御
嶽
に
あ
り
、
世
間
で
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
所
で
志
由
路
の

滝
は
こ
れ
に
く
み
し
て
遠
く
な

く
、
す
な
わ
ち
こ
の
鏡
と
い
え
ど

も
そ
の
由
来
は
詳
し
く
分
か
ら
ず

あ
る
い
は
、
当
時
の
鏡
が
た
ま
た

ま
土
中
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

明
治
十
年
十
月
　
公
文
脩

く
も
ん
お
さ
む

識し
る
す

○
最
後
に
県
内
二
カ
所
に
あ
る
湖

州
鏡
の
場
所
を
上
下
に
書
い
て
い

ま
す
。

○
上
の
文
字

安
喜
郡
嵜
濱
之
内
入
木
村
新
田
神

社
ノ
神
宝
古
鏡
面
裏
所
鋳
附
ノ
文

（
現
・
室
戸
市
佐
喜
浜
町
入
木
）

湖
州
石
十
五

郎
無
比
照
子

○
下
の
文
字

井
戸
蒙
山
所
蔵
古
鏡
裏
面
ノ
文

（
現
・
香
南
市
吉
川
町
吉
川
）

湖
州
石
十
二
郎



越�知�中�学�校�

転出先

伊野南中

佐川小

上分中

転入者

井上　大輔 講師

西森　俊介 講師

岡内　敦子 講師

小田　佐智 支援員

転出者（勤務年数）

西森　俊二 校長（4年）

谷川　亨 教諭　（8年）

森�みのり 教諭（8年）

川上　和子 教諭（6年）

転入者

渡部　哲夫 校長

森田　秀興 主幹教諭

森　　浩二 教諭

西本　　道 教諭

松田美由貴 教諭

転出先

窪川中

加茂中

中部教育事務所

伊野中

転出者（勤務年数）

北岡　由美子 教諭（2年）

岡林　由加利 教諭（1年）

久良谷博昭 講師（通算3年）

―広報おち―5月号―16―

年度末から年度初めの各行事の様子
広報5月号の原稿は、4月中旬に書いております。この期間、越知中学校では、3月に卒業証書授与式・修
了式・離任式と年度末の大切な行事がありました。
また、4月に入り、着任式・始業式・入学式と年度初めの行事がありました。
さて、本校の春の異動の様子をお知らせします。この春は、転出・転入合計15名の異動となっております。

転出者（7名）

前勤務校

香南中より

伊野南中より

吾川中より

甲浦中より

附属中より

前勤務校

講 師 任 用

講 師 任 用

講 師 任 用

図書支援員

転入者・新任者（8名）

卒業式の様子

越知町広報の３月号の表紙でも紹介していただきまし
たが、3月15日（木）、４４名が卒業しました。その時の証
書授与式の様子と式後のクラス別の記念写真撮影です。

国生流の生花

毎年、ステージ左右下に大きな生花を国生流の皆
さんに活けていただいております。広報では、白黒印
刷のため、ぜひ、ネットでカラー画像をご覧ください。

カラー画像と詳細な内容は，ネットでご覧ください。ブログは下記Webサイト
からLinkしております。
http://ochi-jhs.sakura.ne.jp/ochi-xoops/
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『運動の基本』�

＊新入学児童にランドセルカバーを贈呈＊�＊新入学児童にランドセルカバーを贈呈＊�
　花咲く暖かい季節になり、心弾ませながら大きなランドセルを背負った�
新小学 1年生を見かけます。�
　交通安全協会では、毎年新入生に黄色いランドセルカバーを贈呈してい�
ます。�
 　　　　　　　　今年は管内の小学校９校へ１５９枚贈呈しました。�
　　　　　　　　まだ通学路に慣れていないので、地域の皆さまの温かい�
　　　　　　　　目で見守ってあげましょう。�

春の交通安全運動を行いました�
　４月６日～１５日の期間、春の全国交通安全運動が実施されました。�
期間中は、交通安全パレード・ドライバーサービス・交通マナーアップキャンペーン・自転車街頭指導・�
高齢者事故防止キャンペーン等が行われました。�
　運動に参加頂いたボランティアの方や、交通安全指導員の皆さま、ご協力ありがとうございました。�

ケータイ・インターネットの  安全な使い方①�
　子どもがケータイ・インターネットによるトラブルや犯罪に巻き込まれる事件が急増しています。�
「みんなが持ってるから」と安易にケータイを子どもに渡してしまうと知らぬ間に子どもが被害者あるいは加害者に�
なってしまうこともあります。子どもにケータイを持たせるのなら、より安全に使わせるために、親（保護者）はしっか�
り学びましょう。�

◆子どもたちを待ち受けているワナ！�
①出会い系・ドラッグ系サイト（薬物売買）�

　出会い系サイトなどを利用した結果、凶悪犯�
罪などに巻き込まれるケースもあります。知ら�
ない人からメールが来ても、返信したりＵＲＬ�
をクリックしないようにしてください。子ども�
や女性を装った悪質メールもあります。�

②迷惑メール・チェーンメール� ③架空請求メール�

 「このメールを転送しないと不幸になる」�
などどんな内容でも転送をうながすものは�
全てチェーンメールです。転送しないで止�
めてください。また、応募していないのに�
「プレゼントに当選しました。」など、怪�
しいメールには、絶対に返信しないように�
してください。�

　利用していない有料サイトの料金を�
請求する内容のメールや、ＵＲＬをク�
リックしただけで高額な利用料金を請�
求されるメールは架空請求メールです。
絶対に返信をしないで警察などに相談�
しましょう。�



氏
　
　
　
名

和
田
　
壽
惠

藤
�

重
子

大
山
　
宗
亀

上
岡
　
楠
秀

小
田
　
榮
喜

箭
野
　
久
之

楠
瀬
　
兼
清

岡
本
　
勇
夫

道
家
　
榮
子

住
　
所

１
　
区

１
　
区

３
　
区

３
　
区

10

区

10

区

五
葉
荘

佐
之
国

京
　
仲

町
民
の
動
き

お
く
や
み

「
視
覚
ミ
ス
テ
リ
ー
え
ほ
ん
」

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ウ
イ
ッ
ク
　
作

光
と
影
、
角
度
を
工
夫
し
て
撮

影
し
た
14
枚
の
写
真
が
、
読
者
を

あ
べ
こ
べ
の
世
界
へ
。
錯
覚
の
秘

密
に
迫
る
、
美
し
い
写
真
科
学
絵

本
。

新
着
図
書

（
一
般
）

◇
共
喰
い
　

田
中
　
慎
弥
　
著

◇
誰
か
が
足
り
な
い

宮
下
　
奈
都
　
著

◇
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド高

野
　
和
明
　
著

◇
一
生
ボ
ケ
な
い
漢
字
脳
パ
ズ
ル

比
嘉
　
信
顕
　
著

◇
歌
集
　
美
し
い
愛
し
き
日
本

岡
野
　
弘
彦
　
著

◇
大
丈
夫
死
ぬ
ま
で
生
き
る

藤
沢
　
モ
ト
　
著

◇
砂
漠
で
み
つ
け
た
１
冊
の
絵
本

◇
大
人
が
絵
本
に
涙
す
る
時
　
　

◇
み
ん
な
、
絵
本
か
ら

柳
田
　
邦
男
　
著

◇
日
本
経
済
の
真
相

高
橋
　
洋
一
　
著

◇
健
康
評
価
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

森
　
惟
明
　
著

◇
地
層
捜
査

佐
々
木
　
譲
　
著

（
こ
ど
も
）

◇
う
さ
ぎ
の
小
学
校

ア
ル
ベ
ル
ト・ジ
ク
ス
ト
ゥ
ス

作

◇
ち
ゅ
ー
と
に
ゃ
ー
と
き
ー

デ
ハ
ラ
　
ユ
キ
ノ
リ
　
作

◇
も
う
い
ち
ど
プ
ラ
モ
デ
ル

平
野
　
克
己
　
作

◇
と
ん
と
ん
と
ん
！
と
を
た
た
く

の
は
だ
れ

Ａ
・
ブ
ラ
ウ
ン
　
作
　

◇
か
ら
だ
こ
こ
ろ
げ
ん
き
か
む
か
む

カ
ム
カ
ム
ズ
　
作

◇
お
ん
ぶ
は
こ
り
ご
り

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
　
作

◇
お
じ
い
さ
ん
な
ら
で
き
る

フ
ィ
ー
ビ
・
ギ
ル
マ
ン
　
作

◇
あ
い
ち
ゃ
ん
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

こ
み
や
　
ゆ
う
　
作

◇
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
は
な
よ
め
と

ゾ
ロ
リ
じ
ょ
う原

　
ゆ
た
か
　
作

◇
カ
エ
サ
ル
く
ん
と
カ
レ
ン
ダ
ー

い
け
が
み
　
し
ゅ
ん
い
ち
　
作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

開
館
日
時

火
〜
金
曜
　

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
、
日

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
朝
の
霧
」

山
本
　
一
力
　
著

四
国
統
一
を
目
指
す
元
親
の

妹
・
養
甫
を
娶め
と

り
、
長
宗
我
部
の

旗
下
で
勇
名
を
轟
か
す
波
川
玄
蕃

だ
が
、
元
親
の
妬
心
と
し
ん

か
ら
二
人
の

溝
は
広
が
っ
て
い
き
、
や
が
て
悲

劇
が
…
。
戦
で
は
常
に
先
頭
に
立

ち
、
領
民
を
慈
し
み
、
妻
と
子
を

愛
し
た
名
将
。
索
莫
た
る
戦
国
乱

世
に
、夫
婦
の
情
愛
が
胸
を
打
つ
。

　 
本
の
森
�

図
書
館
だ
よ
り

―広報おち―5月号―18―

「
芭
蕉
の
世
界
」高

橋
　
政
光
　
著
　

松
尾
芭
蕉
は
旅
を
す
る
こ
と
で

俗
を
超
え
、
旅
の
中
で
俗
と
交
わ

り
、ひ
た
す
ら
俳
諧
を
追
求
し
た
。

そ
の
俳
聖
が
旅
し
た
軌
跡
を
辿
っ

た
エ
ッ
セ
イ
、短
編
小
説「
象
潟
」、

芭
蕉
に
関
す
る
考
察
な
ど
、
多
岐

に
亘
る
文
章
で
芭
蕉
の
世
界
を
織

り
成
し
た
一
冊
。

子
ど
も
の
本

「
か
え
う
た
か
え
う
た
こ
い
の
ぼ
り
」

石
井
　
聖
岳
　
作

３
兄
弟
が
歌
え
ば
、
こ
い
の
ぼ

り
が
大
変
身
！
「
や
ね
よ
り
た
か

い
」
こ
い
の
ぼ
り
が
、
ト
ラ
の
子

３
兄
弟
に
か
か
る
と
、
不
思
議
な

こ
い
の
ぼ
り
に
大
変
身
。
楽
し
い

季
節
の
行
事
え
ほ
ん
。

３
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,386（△ 18）

2,982（△ 7 ）

3,404（△ 11）

2,983（△ 3 ）

出生

死亡

転入

転出

5

9

25

39

（4月1日現在）



行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

火

水

木

金

土

火

水

木
金
日
月
火
水
木

金

日
月
火
水
木

8

9

10

11

12

15

16

17
18
20
21
22
23
24

25

27
28
29
30
31

健康相談
なかよしひろば
「楽しく遊ぼう」
犬猫引取日
ミニデイ（鎌井田）
ミニデイ（谷ノ内）

献血

健康相談
犬猫引取日
ポリオ予防接種
ミニデイ（日ノ浦）
なかよしひろば
「ふれあい遊び」
健康相談
行政相談
一斉清掃
あいさつ運動
育児相談・母子保健事業
ミニデイ（大平）
ミニデイ（桑薮）
園庭開放
「誕生日会を楽しもう！」
なかよしひろば
「誕生会を楽しもう」

総合健診

健康相談
犬猫引取日
ミニデイ（佐之国）
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12ページ参照

ＪＡコスモス
社会福祉協議会

個別通知します
ＪＡコスモス

12ページ参照

13ページ参照

11ページ参照
ＪＡコスモス
社会福祉協議会

12ページ参照

〃

社会福祉協議会

5
月

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など 備　考
遊行寺集会所

越知保育園

役場
鎌井田老人里の家
谷ノ内ふれあい荘

前田病院

栃ノ木集会所
役場
保健福祉センター
日ノ浦集会所

越知保育園

中大平公民館
保健福祉センター
町内
役場前
越知保育園
大平複合集会所
桑薮集会所

越知幼稚園

越知保育園

保健福祉センター

宮ケ奈路集会所
役場
佐之国集会所

9:30

9：30～正午

8：30～ 9：15
10:00
10：00～13：00
9：45～12：30
13：30～15：30
13:30
8：30～ 9：15
10:00
9:30

9：30～正午

10:00
10：00～15：00
8：30～11：30
8：30～ 9：15
15:00～15：45
9:30
10：00～13：00

9：30～11：00

9：30～正午

7:30～

9:40
8：30～ 9：15
10：00～13：00

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語②

テーブルは　笑顔生まれる　場所になる
青少年育成越知町民会議

7 木 １才６ケ月・２才児健診 保健福祉センター 13:306月

あ
け
ぼ
の
句
会

◎

冬
瀧
や
わ
が
生
涯
の
一
行
詩
　
　

た
む
ら
ち
せ
い

も
う
少
し
も
う
少
し
生
き
桜
見
に

○

蹲つ
く
ば
いの
水
の
さ
ざ
め
き
桜
東
風

こ

ち

西
　
せ
つ
子

卒
寿
に
は
卒
寿
の
リ
ズ
ム
青
き
踏
む

○

生
き
て
い
る
証
し
の
別
れ
花
ふ
ぶ
き

服
部
す
え
子

大
人
口
た
た
い
て
孫
の
卒
業
す

○

ふ
ん
ば
っ
て
嬰や
や
立
ち
あ
が
る
朝
桜

松
本
　
孝
子

糸
桜
手
話
す
る
人
の
指
若
し

○

母
朧
山
椒
餅
の
香
る
頃

辻
　
　
静
香

鏡
へ
の
朝
の
挨
拶
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

○

満
天
星

ど
う
だ
ん

の
咲
く
頃
な
ら
む
三
嶽
山

藤
原
　
里
美

散
歩
す
る
小
川
の
ほ
と
り
初
音
聴
く

○

見
上
ぐ
れ
ば
木
蓮
の
白
空
の
青

澤
田
　
泰
彦

清
流
を
競
い
つ
土
佐
の
春
の
川

『
会
員
募
集
中
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
歓

迎
し
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田
（
携
帯
０
９
０
―
６
１
９
２
―
１

４
７
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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お 名 前

生年月日

両 親

住 所

メッセージ

岡林 汰芽
たいが

（男）

平成23年5月17日

岡林 和男・富美恵

越知町野老山
お誕生日おめでとう。これからも元気で大きくなってね。
姉弟仲良く遊んでね（父ちゃん・母さん）
たいくん　スキ～£（お姉ちゃん）

はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日

３
月
21
日
、「
土
佐
ツ
ム
ラ
の

森
」
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
の
一

環
で
、
野
菜
の
モ
デ
リ
ン
グ
の
お

披
露
目
が
越
知
中
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

越
知
町
の
豊
か
な
自
然
で
育
っ

た
食
材
を
見
直
し
て
み
よ
う
と
、

越
知
中
学
校
一
年
生
が
取
り
組
ん

だ
も
の
で
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ニ
ン
ジ

ン
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
紙
粘
土
を

材
料
に
作
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
一
年
生
40
名
と
引
率

の
先
生
を
は
じ
め
（
株
）
ツ
ム
ラ
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土
佐
、
高
知

県
、
越
知
町
の
職
員
ら
が
集
い
、

本
物
そ
っ
く
り
な
野
菜
の
モ
デ
リ

ン
グ
や
、
そ
れ
ら
を
写
真
に
撮
り

詩
を
付
け
た
作
品
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

生
徒
の
代
表
か
ら
は
「
普
段
何

気
な
く
食
べ
て
い
る
カ
ボ
チ
ャ
で

す
が
、
モ
デ
リ
ン
グ
を
き
っ
か
け

に
、
野
菜
に
興
味
が
わ
き
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。」

な
ど
、
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、（
株
）
ツ
ム
ラ
や
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
土
佐
を
は
じ
め

関
係
者
が
協
働
の
森
（
薬
草
園
）

な
ど
を
巡
回
し
ま
し
た
。

薬
草
園
で
は
、
昨
年
11
月
に
中

学
生
が
植
樹
し
た
ビ
ワ
の
木
が
し

っ
か
り
根
を
張
り
、
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
し
た
。

協
働
の
森
事
業
で
は
、
今
年
の

秋
に
も
中
学
生
や
町
民
の
皆
さ
ん

と
「
土
佐
ツ
ム
ラ
の
森
」
で
の
交

流
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
産
業
建
設
課
）

越
知
中
学
生
が
野
菜
の
モ
デ
リ
ン
グ
制
作

３
月
20
日
・
26
日
の
両
日
、
黒

森
山
（
標
高
１
０
１
７
ｍ
）
植
林

伐
採
地
に
お
い
て
、
斜
面
地
の
地

盤
安
定
と
水
源
涵
養
を
目
的
と
し

た
活
動
に
、
地
元
の
方
々
を
中
心

に
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
友
の

会
や
、
関
西
学
院
大
学
の
学
生
な

ど
の
協
力
も
あ
り
、
両
日
あ
わ
せ

て
36
名
の
参
加
者
に
よ
る
約
200
本

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

「
根
が
し
っ
か
り
付
く
よ
う
に

土
を
掘
り
よ
」「
苗
木
を
植
え
る

方
向
が
あ
る
の
を
知
っ
ち
ゅ
う
か

よ
」
地
元
の
方
々
の
植
樹
の
説
明

も
あ
り
、
初
め
て
参
加
す
る
方
に

も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

横
畠
西
部
地
区
を
中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
「
虹
色
の
里

横
畠
」
へ
の
視
察
研
修
に
訪
れ
た

関
西
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
は

「
こ
こ
に
こ
な
け
れ
ば
絶
対
に
体

験
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
」
と
、

急
斜
面
と
格
闘
し
な
が
ら
も
「
山

を
守
る
こ
と
の
意
味
を
学
ん
だ
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
有
る
な

か
、
地
域
の
自
然
環
境
を
実
感
で

き
る
植
樹
活
動
は
、
有
意
義
な
取

り
組
み
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
両

日
で
し
た
。

苗
木
の
提
供
、
植
樹
へ
の
参
加

な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒
森
山
に
落
葉
広
葉
樹
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た


